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蔓．　緒 言

　DCPA（Propani1）はイネーヒエ閥およびその他の雑

草間に極めて顕著な選択的二二効果を示す除草剤であ

る。選択性発現の機構はMcRae等1｝によってイネ茎葉

中にはDCPA水解酵素が多量に含まれることが指摘さ

れた。その後，Frear等2＞と赤塚等3）により本酵素の精

製が試みられたが赤塚等により始めて可溶化に成功し，

aryl　acylamidase亙として精製され，この酵素の存在

の有無がイネヒエ閥の選択性発現の決定的要因と考えら

れるに至った。その後，赤塚，笠倉姦）はタイヌビエから

aryl　acylamidase翼を発見し，本酵素の精製と性質に

ついて報告した。

　aryl　acylamidase豆はタイヌビエ等の茎葉中に含

まれるが，aryl　acylamidase　Iのようにparticulate

enzymeではなくhomogenizerにより簡単に可溶化さ

れてくるamidaseで3，4－DCPAには作用しないが

2，5－DCAAを比較的よく水解する酵素である。

　さて，これまでの多くの研究がタイヌビエを試料とし

て用いた実験が多く，反面イヌビエ，ヒメイヌビエ，ヒ

メタイヌビエなど各種のヒエを試料とした実験結果に乏

しく，この分野における研究が期待されてきた。特に西

日本における乾田直播地帯においてDCPAが除草剤と

して用いられているが，タイヌビエが減少し代ってイヌ

ビエ等の雑草が増加する傾向にあることが指摘された。

　著者等は12種のヒエを試料として選択性機構の解明

と同時に前述のような実用的見地からこの問題に取り組

み興味ある知見を得たので報告する。

2．　実　験　方　法

　（A）　　試＊潜直牛勿

の通りである。

（i）　タイヌビェ

本実験に使用した各種のヒエは下記

（ii）　ヒメタイヌピエ

（iii）　イヌビエ

（iv）　ヒメイヌビエ

試料は播種後，

　（B）

溝辺C
C　62－i

C　62－9

C　64－19

倉敷

賞207

W3

F　62－37

F　62－39

F　62－44

F　62－57

E　326

　　　　　　　5葉期の植物を用いた。

　　　　Aryl　acyiawaidaseの抽出　試料植物を採取後

直ちに中性洗剤で軽く洗った後，蒸留水で充分洗い附着

した水分を濟紙で吸い取り，生体重量と等量のphos・

phate　buffer　（M／15）　pH　7．0　（Q．　O　l　M　EDT　A，　e．05　M

2－mercaptoethanolを含む）を加え，海砂と共に乳鉢申

で充分磨砕し，磨砕液は冷凍遠心器で1，000×g，10分，

0℃で遠心分離を行ない，上澄液を更に20，0◎0×g，120

分，0℃で遠心分離を行ない，上澄液はそのまま，そし

て沈殿物は前記の少量のphosphate　bufferに懸濁し，

酵素実験：に供した。

　（C）　基質および基質緩衝液の調製　酵素実験に使用

した，8種のDCPAおよびその類縁化合物の略号は次の

通りである。基質はすべてM／15phosphate　buffer　pH：

7．0（1％ethano1を含む）に溶解し，400μモル溶液

となるように調製した。

　　2，5－DCAA　2，5－dichloroacetaniHde

　　2，3－DCAA　2，3－dichlofoacetanilide
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　　　　酵素力の測定法

より，遊離放出される（lichloroaniiine（DCA）を：N一　（1－

naphthy1）ethylenediamine（NED）とcouplingさせ比

色定量する後藤等の定量法5）を微量化した，赤塚等6）の

方法を用いた。実験法の要点を摘記すれば次の様であ

る。

　消化試験管に基質緩衝液2．O　mlをとり，所定温度

（4◎℃）に5分闇preincubationを行な：い，◎．5m1の酵

素液を加えた瞬間を反応開始時間とする。一定時聞毎に

◎．5斑1宛を小試験管にとり，氷冷水2m1，2％NaNO2

溶液0．1m1，酷酸，塩酸，水（4：1：1），混液1．5　ml

を加えて撹搾し，20℃以下で5分闇放置する。ついで

　　2－CAA

　　3－CAA

　3，　4－DCPA

　2，　3－DCPA

　　2－CPA

　　3－C王）A

（p）

　2－chloroacetanilide

　3－chloroacetanilide

3，　4－dichloropropionanilide

2，　3－dichloropropionanllide

　2－chloropropionanilide

　3－chloropropionanilide

　　　DCPAが水解酵素の作用に

1◎％：NH40SO2NH2溶液0．2m1を加え10分後lo／・　NED

溶液0．1m1および水0．6m1を加えて，15分間放置後

550nmで比色定量した。　DCAとして0．02～0．2μmo1

の範囲で満足すべき定：量結果を得た。酵素活性の測定は

phosphate　buffer　p｝1　7．0，反応時聞24時間，反応温慶

40℃で行なった。酵素蛋白量はLowry法7｝により測定

した。

3．　実　験　結　果

　実験結果は第王表並びに第1閣～第6図に示した。第

1表は12種のヒエについて，常法により酵素を抽出し，

上澄液と沈殿区分の2っを酵素液として用い，8種類の

DCPAとその類縁化合物に対する水解活性を測定した

結果である。先に著者等が指摘したようにタイヌビエの

場合，沈殿区分を酵素として用いた場合殆ど活性が検出

されず上澄液を酵素として用いた場合2，5－DCAAを最

もよく水解するaryl　acylamidase　Hの存在を報告した

がこの表から判る様に12種のヒエ全部について全く先

導1表　各種ヒエ植物のDCPAとその類縁化合物に対する水解活性
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数値は2，5－DCAAを100とした場合の相対活性度を示した。
反応条件はpH　7．0（phosphate　buffer）4◎℃で24時間incubationを行った結果である。

Sは20，0◎0×9，120分，0℃の上澄液を示し，Pはその場合の沈澱区分を示す。
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ac翼鎗磁dase　I（3．4－DCPA水解躍累）はクく侵している

しのと考‘えられ．る。

　　第1図～第6図は各種のヒしに久・1ジるDCPA（G。3％）

1窪イi鉱氏㌧黛ででfj　・，覚糸∴♪｛ミであるQ£f二！レ＜～寡写61・〈liこISいて

1廟ぺてびづ尻・合1）冷、ノい景てミi溢：であ13，2ナはDCPA鍛冶f｛！受1

1瞬f3麺羨ゴヅゲ貞’oこあり，3）はDCPA，敦欝欝4G督康覧後

ゲ）’ Q貞でま）る。　こIしら（7）糸吉果、こ」…ら臣㌧i次しゾこ12；受のヒr＝

・ま｝ナベてDCf）A　l闇闇∫4日テ麦に二i・ll］久三1るL．と，うミ尉コリ9さ3し

た。

の報告とiii／じ1霞捨I　J，”小したQ

　即ち，タイヌピ＝一，ヒメタイヌビ一一，イヌビL，ヒメ

イヌビ凡のナベてについて！コ〈5液ほ2，5－DCAA　o）活lr｛一

が最人であり，？．，3－DCAA，3－CAA，2－CAAの順に，！（

解され、るが3，4護）（）PAlこ幻する活ドレ1ま／｛1くフ罫さなか
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ヨご　ンk　農　客∫：

4，　考 察

　衝り1表に万≒したように12穣黛のヒエ纏物からi響素を邦1

出してDCPAとその類縁化合物に対する活1：生を検討し

た結果，先に赤塚等の指摘した2，5－DCAAをよく水解

するところのいわゆる‘‘aryl　acylamidase　IIII　1’を検出

したが3，4－DCPAや2，3－DCPA，2，4－1）CPAなどをよ

く7S（解するいわゆる‘‘aryl　acylamidase　I”　は：検出す

ることができなかった。

　さらに第1図～第6図の写輿で！示したように各種のヒ

エに対してDCPA散布試験を行った結果，タイヌビエ

ヒメタイヌビm，イヌビエ，ヒメイヌビエ鵯；の実験した

すべてグ）ヒエがD¢PA散布により枯死した。イネーヒ

エ聞の選択的殺草機構に関してはイネ茎葉中には少くと

もaryl　acy｝amida§e　I，fiが存在するが，ヒエ茎葉1・1．1

にはaryl　acylamidase∬のみが存在し，実用除草剤

である3，4－DCPAを分解する酵素が欠損していると考

えられる‘‘赤塚説”8｝が各種ヒエに紺するDCPAの散

項謡式験および舞事1表に需≒した旨意素一実験の両者から1説明で

きたと考えられる。

ノ
［ 第21号

　7ドβ1究に当り　DCPA　関連イヒ・合物を提供された・名古乏嚢

大学；農1学部鍬塚昭三三博士才sよび保土谷イヒ学ユニ；業耕こ式会案：k

に謝意を表します◎　また：本（実験にi当り適1彰」な舅力～濠を戴き

ました農…林省農業技手蒋擦i＝究所松；・擁i召一・1襟ま擁薮びに各鷺ヒ

エを戴：きました：大1坂／脊二立大農ヨf｝諺部茨婁予1友三1三磯1博：士に謝意

を表します。
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Sxg．lg2maify

　　　The　herbJtclde，　3’，4－clichloroproptt．’nc－mil・1，di．一e　（DtrDi　A，　a．　iso　knowlt　as　‘Propani｝’，　‘STA］／V｛’）

inhibits　photosynthesis　3RCI　has　the　rei3kar｝〈ablle　property　of　se／ectively　（1・estroyiy．，g　barnyar〈il

grass　or　some　othe・r　weeds　in　’field’of　stce　plan　t．

　　　IR　this　．p．　aper，　twelve　different　barny：・ircl　．trr：r－Ltts　w・ere　sgrveyecl　for　hydttol／yti，c　enzymes・

which　were　able　to　raetaboiize　the　am’lde，bop，ds　in　DCPA　ancl　i－tso　der．　ivativep：，　and　results

obtained　were　shovNfn　on　the　T3ble　1．

　　　An　aryl　acylarei’dasJe　1，　3，4一一1／］｝；・C．E’A　hyclrolysing．　eshzyme，　could　not　d．etec’t　bct　coukl

find　an　aryl　acyltRiu’｝｛・．clas，e　g，　w’iiich　kyck’ciyz〈a）一　2，5一一（lichloroace．tanil．icle　〈2，5一一1］＞CAA．L）　especially

i貧　a蔓茎b3r黛vard　σ縄資5s　tested．
　　　　　　　　　げ　　　　　　　　o

　　　An．other．　taxp，　e．riment　was　carrieci　out　anC　i　llustra　ted　ipk　T一“g｛／／g．　I　r－v6．　The　ifol／’iag’u“　ei”’iects

prod慧ced　by　DCPA　b3gi雪隠。　deveめp　w三th曼：α24　hours　a｛terもreatme蹴a磁ir．lcr．easecl蜘

sevexx’ 狽凵@for　a’b3u’t　5　d［・3－ys　in　all　cas．一s・．

　　　The．kbe　r・　L’sukc，：u　sv｛pp，　ert　t／he　niechanki：sin　ef　ssi2一．．ctil，ve　herbic：，cial　acti｛on　between　i－ice　pl，ap一・t

axicl　CiairLRyard　g．’r（cmss　wlkicj　i　／rei｝or　ted　by　Akatsul，ca’）’．
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